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花巻 PAスマートインターチェンジの
整備について

岩手県　花巻市　建設部　道路課

はじめに

花巻市は、岩手県のほぼ中央に位置し、県庁所在地で中核市でもある盛岡市に近接しています。
市の人口は約 9万人、面積は 908.39 平方キロメートルで、西に奥羽山脈、東には北上高地の山並みが

連なる肥沃な北上平野に位置し、季節ごとに変化に富んだ自然風景が広がる美しいまちです。
本市は、内陸部と沿岸部をつなぐ街道が通る地域であるとともに、東北有数の温泉地を有しているため、
古くから人や物資の交易が盛んに行われてきました。
さらに、岩手県唯一のいわて花巻空港をはじめ、東北新幹線新花巻駅や東北縦貫自動車道、東北横断自
動車道など、県内の高速交通の要衝となっています。
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スマートインターチェンジの整備について

花巻 PAスマートインターチェンジは、令和元年度に事業を開始し、並行して連結道路である県道花巻
和賀線、市道山の神諏訪線の整備を行い、令和6年3月20日に岩手県内では5番目のスマートインターチェ
ンジとして開通しました。

【はさみ入れ・くす玉開被】

【開通状況（下り線）】
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花巻 PAスマートインターチェンジは、東北自動車道の花巻南インターチェンジから南に 1.9 キロメー
トル、北上江釣子インターチェンジから 7.9 キロメートルの箇所に設置されている花巻パーキングエリア
に連結されます。
運用形態は、一旦停止型のフルインター形式で、運用時間は 24 時間、対象車種は ETC車載器を搭載
した全車種で、一般車両の誤進入対策としてラウンドアバウトと呼ばれる環道型退出路を採用した県内初
のスマートインターチェンジとなります。

　　

整備効果について

（1）地域環境の向上

道の駅「はなまき西南」へのアクセス性向上により、休憩機能や地域の情報発信機能の利便性が向上
し、地域活性化が期待されます。
スポーツ振興が盛んな「富士大学」へのアクセス性向上により、選手の練習時間確保など教育環境の
向上が期待されます。

（2）地域産業の支援

花巻 PAスマートインターチェンジ周辺では、近隣工業団地への新工場建設や、新産業団地の造成が
進められており、スマートインターチェンジ開通によるアクセス性向上により、企業誘致や既存企業の
活動支援につながります。
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（3）救急医療活動の支援

岩手県中部圏域の中核病院である「県立中部病院」の 20 分カバー圏域が拡大し、救急搬送時間の短
縮が図られ、円滑な救急医療活動が期待されます。
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おわりに

花巻 PAスマートインターチェンジの整備にあたっては、東日本高速道路株式会社がパーキングエリア
との接続部分を、アクセス道路のうち岩手県が県道花巻和賀線、花巻市が市道山の神諏訪線をそれぞれ担
い、一体となって整備を進め、令和元年 9月の事業化から約 4年半での完成となりました。
このように早期の開通が実現しましたのも、東日本高速道路株式会社及び岩手県はもちろん、国土交通
省をはじめとする関係各位の格別なる御尽力と御支援の賜物と深く感謝申し上げます。
今後も、物流、医療、観光など、地域に多様な効果をもたらすスマートインターチェンジを十分に活用
し、さらなる地域の発展につなげられるよう取り組んでまいります。


